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研究の全体概要 

 

本研究は、家庭系食品ロスへの影響が見込まれる既存の施策の食品ロス関連行動等への影響を明ら

かにするとともに、新たに冷蔵庫管理等を支援する ICT 等を活用した施策を開発し、その効果を定量

的に明らかにする。本研究は３つのサブテーマで構成される。 

サブテーマ１「既存施策が食品ロス削減に関連する意識・行動の変容に与える影響の解明」では、冷

蔵庫整理キャンペーンや可燃ごみ有料化など家庭系食品ロスの削減効果が期待される既存施策を抽出

し、複数の実施自治体の住民へのウェブ調査等によってその意識・行動変容への影響を把握する。また

食品ロス削減施策が未活発な自治体を対照群として、比較・分析することにより施策効果を明らかに

する。 

サブテーマ２「ICT 等の活用による家庭系食品ロスの削減とその継続要因の分析」では、冷蔵庫管理

支援のアプリ等を用いた介入に関する３つのモニター実験を行い、それぞれ世帯単位の食品ロス重量

および意識・行動の変化を把握して、介入の効果（短期・長期）とその要因を分析する。いずれもベー

スライン 1 週間の後、2 週間の介入期間を設定、その数カ月後に再度測定を行い、介入の効果（短期・

長期）を把握する。食品ロスの重量測定はクラウド型ごみ計量システムで、意識・行動測定は質問紙調

査で行う。実験１では、山川担当の授業の受講生の世帯を対象とする。実験２・３では一般および調査

会社のモニターから被験者を募集、実験群と対照群を設定する。実験 3 では上記の介入に加えて、実験

群の被験者をグループ化し、ゲーム要素を加えた介入を行う。 

サブテーマ３「ICT 等を活用した社会実験のごみ組成調査を用いた評価」では、サブテーマ１・２で

得られた知見を踏まえて、冷蔵庫管理支援のアプリ等を用いた施策を開発し、その社会実験を行う。

100～200 世帯程度の実験区と対照区を設定、実験区への介入前および約１ヶ月後に両地区から排出さ

れた家庭ごみの組成調査および質問紙調査を実施して、食品ロス排出量と内訳、および意識・行動の前

後差の比較等から、介入の効果を検証する。なお自治体を変えて 2年間実施する。 

以上の研究の成果は、自治体の家庭系食品ロス削減施策に活かせるもので、環境政策への貢献が期

待できる。 
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3-1【社会実験１】（渡辺・岡山） 

・地区単位で介入 

・選択式 ICT 等による介入 

・実験区・対照区の介入前後の 

 食品ロス重量（組成調査）、 

 意識・行動調査による検証 

1-1【予備調査】（野々村） 

・施策事例の情報収集 

・数自治体の住民を対象と 

 するウェブ調査 

2-1【実験 1-1, 1-2（山川）】 

・下宿生・自宅生世帯を対象 

・選択式 ICT 等による介入 

・介入前後及び数カ月後の 

 食品ロス重量、食品ロス 

 ダイアリ、意識・行動調査 

 による要因分析。2 年実施 

ICT 等を活用した家庭系食品ロス削減施策の発生抑制効果を評価 

【サブテーマ１】 

（東京農大・野々村） 

既存施策が食品ロス 

削減に関連する意識・ 

行動の変容に与える 

影響の解明 

【サブテーマ２】 

（京都府大・山川） 

ICT 等の活用による 

家庭系食品ロスの 

削減と 

その継続要因の 

分析 

【サブテーマ３】 

（大正大・岡山、 

 帝京大・渡辺） 

ICT 等を活用した 

社会実験の 

組成調査を用いた 

効果検証 

1-2【本調査】（野々村） 

・複数自治体で、施策の 

 住民への影響を調査・比較 
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3-2【社会実験２】 

      （渡辺・岡山） 

・初年度の結果、および、 

 サブテーマ 1・2 の結果を 

 踏まえて改善された方法 

 による介入・効果測定 

2-2【実験２（山川）】 

・住民モニターを対象 

・選択式 ICT 等による介入 

・介入前後及び数カ月後の 

 食品ロス重量、意識・行動 

 調査による要因分析 

2-3【実験３（山川）】 

・住民モニターへの 

 選択式 ICT 等による介入 

 ＋グループでのゲーム的要素 

・測定・分析は 2-2 と同様 
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2-1'【実験 1-3（山川）】 

・受講生の世帯への 

 選択式 ICT 等による介入 

 ＋グループでのゲーム的要素 

・測定・分析は 2-1 と同様 


